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≪相手に知られると生活をする上で支障が生じる情報がある方へ≫ 
    

徳島家庭裁判所  

 
◇あなたが裁判所に提出した書類は、相手が見たり、コピーを取る可能性があり

ます。特に、審判手続では原則としてこれらの行為が許されます。同じ書類を

「裁判所提出分＋自分以外の相手の人数分」の通数を提出していただいた場合

は、その書類を相手に渡します。 

◇あなたが裁判所に提出した書類を返却することはできません。  

◇相手に知られると、あなたやあなたの親族に危害が加えられるおそれがあるな

どの理由により、生活をする上で支障が生じるため相手に開示されないことを

希望する情報（非開示希望情報）がある場合には、裁判所に提出する書類は、

ご自身で注意していただき、下記《１》または《２》の方法をとっていただく

必要があります。  

※まず、裁判所に提出する必要がある書類かどうかを確認してください。 

《１》 相手に知られると生活をする上で支障が生じる情報が記載された書

類を提出したい場合  

☞ その部分を隠した（マスキングした）上、コピーしたものを提出して下さ

い。  

《２》相手に知られると生活をする上で支障が生じる情報が記載された書

類を提出したいが、どうしても１の方法がとれない場合  
 

☞ その書類に「非開示希望に関する申出書」をホッチキス等で添付し

てから提出して下さい。非開示希望に関する申出書が必要な方は、

担当書記官に連絡して下さい。 

★上記《１》または《２》の方法がとられていない場合、相手に知られると生活

をする上で支障が生じる情報が記載された書類でも、相手がこれを見たり、コ

ピーを取ることができます。 

★非開示希望に関する申出書が提出された場合でも、相手に見せるかどうかの最

終的な判断は裁判所がします。 
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【その他の注意事項】 

・相手に知られると生活をする上で支障が生じる情報があなたの現在の住所である場合 

申立書には、前の住所等の相手に知られてもよい住所を記載することができますが、強

制執行の手続等において支障を生じるおそれがあります。 

裁判所からあなたに対する郵便を送る住所の届出（「連絡先等の届出書」）には、相手に

知られてもよい住所で、あなたが実際に郵便を受け取ることができる住所（実家等）を

記載することができます。 

 

・マイナンバー（個人番号）は重大な個人情報です。  
マイナンバーが記載された書面は絶対にそのまま提出しないよう注意してください。  

 
・非開示希望情報の例 

   現住所、電話番号（市外局番）、勤務先、学校・保育園 
  現住所を推測させる情報（通院先病院、利用している銀行支店、近所の駅や店舗）など  

 

・非開示希望情報が記載されている可能性のある書類の例  
  戸籍謄本、戸籍全部事項証明書、住民票、登記簿謄本、不動産登記事項証明書、固定資産

税評価証明書、所得課税証明書、源泉徴収票、確定申告書、年金分割のための情報通知

書、委任状、診断書、母子健康手帳、陳述書、子の成績表（学校）、通帳（銀行支店）など 

 
  

 ※ これらはあくまで例示です。非開示希望情報や、それ

を推測させる記載がないか、書類を提出する前に必ずご

自身で確認してください。 


